
京丹後市における観光財源

【資料３】
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京丹後市の歳出における観光予算
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京丹後市の観光予算の内訳

市の観光予算（R7予算額）

特定財源は、
入湯税、国立公園・国定公園管理委託費

充当先：観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進事業費補助金
：自然公園等施設管理委託料

事業名 予算額 主な経費

美食都市のまちづくり事業 528 美食フォーラム参加負担金

ﾕﾈｽｺ世界ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業 10,016
ｼﾞｵﾊﾟｰｸ拠点施設管理
山陰海岸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進協議会負担金

滞在型観光地づくり推進事業 3,072
木津川市交流事業負担金
観光業等活性化推進事業費補助金

日本一の砂浜海岸づくり推進事業 23,987
海水浴場開設者支援事業補助金
工事設計費（箱石遊歩道）

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ･宿泊促進強化事業 50,000 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進事業費補助金

観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整基金 45,912 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整基金積立

観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業 2,365
北近畿観光連盟負担金
京都府観光連盟負担金

地域総ぐるみ観光地づくり事業 134,709
京丹後市観光公社補助金
地域活性化起業人受入負担金

海浜等施設管理事業 10,706
海水浴場清掃美化業務委託料
浄化槽維持管理委託料

自然公園管理事業 15,136 自然公園等施設管理委託料

観光等指定管理施設運営事業 155,352
指定管理料
特殊工作物・設備定期点検報告委託料

観光等指定管理施設大規模改修事業 27,920
工事費
備品購入費

観光等施設一般経費 15,624 観光一般施設管理委託料

合計 495,327 3

近隣市町との地域本部への
自治体からの補助額（R6年度決算額）

地域 事業規模 市町からの補助額

京丹後 126,656千円 100,000千円

天橋立 86,137千円 13,019千円

与謝野 29,295千円 17,967千円

伊根 64,286千円 12,756千円

綾部 25,497千円 4,008千円

舞鶴 250,441千円 12,717千円

福知山 21,876千円 700千円



観光財源の例

①税（P5～） ②使用料（P12) ③寄附金（P13）

例 【法定】
・入湯税
【法定外】
・宿泊税
・宮島訪問税
・空港連絡橋利用税

・入浴料
・施設利用料
・駐車料金

・ふるさと納税

使用用途 目的税として、目的を明確にで
きる。

基本的にその施設の維持管理経費に充
てる。
（施設の管理経費が下がれば、一般財
源に余裕ができる。）

寄附者が9つの使途から選択により、
観光振興に使うことも想定される。

その他 観光財源として、特定財源化し
やすい。

特定財源化されるが、施設限定になる。
一般財源に余裕が出た場合、それは特
定財源にはならない。

観光振興に活用する場合「にぎわ
い」を選択してもらう必要がある
が、観光に特化したものではない。

にぎわい、環境、健康と福祉、子
ども、市民協働と生涯学習、安心、
ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ、韓哲まちづくり夢
基金、文化財
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・一定規模以上の財源の確保
・安定的、継続的な収入
・徴収が現実的である

・公平な徴収
・受益と負担が過度に限定されない
・来訪者の入込に影響が出ない

財源の検討に
必要な観点



①税についての検討

京丹後市で想定される税

税目 対象（課税客体） 現状 検討 使用用途

入湯税
鉱泉浴場への入浴
（本市では宿泊のみ対象）

導入済
150円/泊

・日帰り入湯への課税
・金額の増加

環境衛生、鉱泉源の保護管理、消
防、観光振興（施設整備含む）
※地方税法に規定

宿泊税 市内での宿泊行為 未導入
・導入の可否
・金額などの制度設計

自由に定められる。

税の3原則「公平」「中立」「簡素」に配慮
「公平」・・・誰にとっても不公平感がないこと。

等しく負担を求める“水平的公平”と
経済力等に応じて負担を求める“垂直的公平”

「中立」・・・税制が個人や企業の経済活動を阻害しないこと。
「簡素」・・・税制の仕組みを簡素にし、出来るだけ理解しやすくすること。

水平的公平 消費税、自動車税、固定資産税

垂直的公平 所得税、相続税、贈与税
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負担者と受益者

観光財源を負担する人とその恩恵を受ける人

負担者 受益者 課題等 使用用途

市民 観光客
市民の負担が増える
持続可能でない ・観光振興

（環境保全、トイレ・駐車場の整備、多言語対応、
キャッシュレス化、交通インフラ整備など）

観光客 観光客 観光客の減少の懸念

宿泊税のメリット
市民の負担が発生しない。
観光客が京丹後を楽しむための負担。
環境整備などで、満足度が上がれば、リピーターの増加や客単価のアップにつながる。

⇒ 直接の受益者は観光客であっても、真の受益者は市民である。
6



京丹後市の観光入込客数、宿泊者数の推移
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全国の導入・検討事例

No 都道府県 市町村 施行日 税額 R5決算額

1 東京都 H14.10.1 100円～200円 44.0億円

2 大阪府 H29. 1.1 100円～500円 25.1億円

3 京都府 京都市 H30.10.1 200円～10,000円 52.0億円

4 石川県 金沢市 R01. 4.1 200円～500円 10.4億円

5 北海道 具知安町 R01.11.1 宿泊料の2％ 4.3億円

6 福岡県 R02. 4.1 50円～200円 17.3億円

7 福岡県 福岡市 R02. 4.1 150円～450円 28.2億円

8 福岡県 北九州市 R02. 4.1 150円 3.8億円

9 長崎県 長崎市 R05. 4.1 100円～500円 3.0億円

10 北海道 ニセコ町 R06.11.1 100円～2,000円 ―

11 愛知県 常滑市 R07. 1.6 200円 ―

12 静岡県 熱海市 R07. 4.1 200円 ―

13 岐阜県 高山市 R07.10.1 100円～300円 ―

14 岐阜県 下呂市 R07.10.1 100円～200円 ―

15 北海道 赤井川村 R07.11.1 200円～500円 ―

16 島根県 松江市 R07.12.1 200円 ―

17 青森県 弘前市 R07.12.1 200円 ―
18 宮城県 R08. 1.13 300円 ―
19 宮城県 仙台市 R08. 1.13 300円 ―

No 都道府県 市町村 施行日 税額

1 広島県 R08. 4.1 200円

2 北海道 旭川市 R08. 4.1 200円

3 北海道 帯広市 R08. 4.1 200円

4 北海道 函館市 R08. 4.1 100円～2,000円

5 北海道 富良野市 R08. 4.1 200円～500円

6 北海道 音更町 R08. 4.1 200円

7 北海道 占冠村 R08. 4.1 100円～500円

8 岐阜県 岐阜市 R08. 4.1 200円

9 三重県 鳥羽市 R08. 4.1 200円

10 熊本県 熊本市 R08. 4.1 200円

【導入済み】 【導入予定】

・92自治体で導入を検討（共同通信 R7.6～７調査）

・728自治体で「検討は行っていないが興味はある」
（京都新聞）
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全国の導入・検討事例

都道府県 市町村 目的 使途

東京都 国際都市東京の魅力を高めるとともに、観光振
興を図る施策に要する費用に充てる

・「食」の魅力の強化 ・文化資源の活用促進
・戦略的な海外プロモーションの推進 等

大阪府 阪が世界有数の国際都市として発展していくこ
とを目指し、都市の魅力を高めるとともに観光
の振興を図る施策に要する費用に充てる

・観光客と地域住民相互の目線に立った受入華僑整備の促進
・魅力づくり及び戦略的マーケティング、プロモーションの推進

京都府 京都市 国際文化都市としての魅力を高め、及び観光の
振興を図る施策に要する費用に充てる

・観光を通じた京都の魅力の継承、発展 ・品格ある景観創造
・市民、観光客双方の利便性向上や安心安全につながる都市基盤整備
・観光課題対策の着実な実施

石川県 金沢市 金沢の歴史、伝統、文化など固有の魅力を高め
るとともに、市民生活と調和した持続可能な観
光の振興を図る施策に要する費用に充てる

・街の個性に磨きをかける歴史、伝統、文化の振興
・観光客の受入れ環境の充実
・市民生活と調和した持続可能な観光の振興
・能登半島地震の復興に向けた緊急経済対策

北海道 具知安町 世界に誇れるリゾート地として発展していくこ
とを目指し、地域の魅力を高めるとともに、観
光の振興を図る施策に要する費用に充てる

・安心安全なリゾートの形成（臨時交番の運営 等）
・観光インフラの整備（パンフレット作成、サマーコンテンツ 等）
・持続可能な観光地づくり（タクシー不足の解消 等）

福岡県 観光資源の魅力向上、旅行者の受入環境の充実
その他の観光の振興を図る施策に要する費用に
充てる

・受入環境の充実 ・観光資源の魅力向上
・効果的な情報発信 ・観光振興の体制強化
・市町村の財政的支援

福岡県 福岡市 今後必要となる「九州のゲートウェイ都市の機
能強化」、「ＭＩＣＥ都市としてのプレゼンス
向上」及び「地域や市民生活と調和した持続可
能な観光振興の推進」に要する費用に充てる

・九州のゲートウェイ都市機能強化
・MICE都市としてのプレゼンス向上
・地域や市民生活と調和した持続可能な観光振興の推進

宿泊税の徴収目的、税収の使途①
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全国の導入・検討事例

都道府県 市町村 目的 使途

福岡県 北九州市 観光資源の魅力向上及び情報発信、旅行者の受
入環境の充実その他の観光の振興を図る施策に
要する費用に充てる

・都市イメージ戦略 ・観光震源の発掘、磨き上げ
・セールスプロモーション ・MICE戦略（都市型集客）
・受入れ態勢の整備 ・インバウンド戦略（海外からの誘客）

長崎県 長崎市 都市の魅力を高め、国内外の人々の来訪及び交
流を促進するとともに、観光の振興を図る施策
に要する費用に充てる

・サービス向上、消費拡大 ・情報提供
・受入環境整備 ・資源磨き
・緊急時の対応等 ・宿泊税賦課費（宿泊税特別徴収事務報償金）

北海道 ニセコ町 ニセコ町の優れた景観と環境を保全し、安全で
心豊かに過ごすことができる癒しのリゾート地
としての魅力を高めるとともに、町民生活と調
和した持続可能な観光の振興を図る施策に要す
る費用に充てる

・地域内での移動の充実 ・オーバーツーリズム対策
・宿泊事業者の地球環境負荷の低減 ・観光の街づくりの体制強化
・期間、環境保全対策 ・将来の観光需要への対応
・宿泊事業者の事務負担への支援

愛知県 常滑市 旅行やビジネスを目的とした来訪者(宿泊者)の受
入環境の整備や観光資源の磨き上げ、情報発信
の充実により、さらなる来訪者(宿泊者)の増加を
図ることで新たなサービスを提供し、まちの魅
力を向上し続ける好循環を形成する費用に充て
る

・来訪者（宿泊者）の満足度向上
・来訪者（宿泊者）の増加促進
・観光の好循環創出と加速
（宿泊税使途の三原則）

静岡県 熱海市 観光資源の魅力向上及び情報発信、旅行者の受
入環境の充実その他の地域社会の発展に寄与す
る持続的な観光振興を図る施策に要する費用に
充てる

・地域の魅力向上に資する事業
・宿泊客の増加、観光消費拡大に資する事業
・今後宿泊客増加、観光消費拡大に資する事業
・コンテンツの強化

宿泊税の徴収目的、税収の使途②
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全国の導入・検討事例

都道府県 市町村 目的 使途

岐阜県 高山市 国際観光都市として成熟した飛騨高山の観光の
強みを、市のまちづくり全般に波及させ、住ん
でよし、訪れてよしの持続可能な地域づくりを
すすめる施策に要する費用に充てる

・観光振興事業 ・環境保全事業
・文化振興事業 ・危機管理事業
・組織運営事業

岐阜県 下呂市 観光の振興を図る施策に要する費用に充てる ・観光客の受入環境の充実（ランドマーク、駅舎）
・観光震源の魅力増進 ・情報発信
・地域社会の発展に貢献する持続的な観光振興

北海道 赤井川村 赤井川村の魅力を高めるとともに、観光の振興
を図る施策に充てる

・観光振興及び観光インフラ整備
（スキーリゾートの強化、旅行者等の安全確保、特産品支援、アドベ
ンチャーツーリズムの推進、外国人観光客対応、地域一体型公共交通
バスの運営）

島根県 松江市 国際文化都市としての魅力を高めるとともに、
将来にわたり持続可能な観光地として発展して
いくための費用に充てる

・魅力ある観光素材の磨き上げ
・快適に過ごせる環境づくりと利便性向上
・松江の魅力発信と顧客の創造
・観光地松江の土台づくり

青森県 弘前市 弘前の自然、歴史、文化、伝統など地域資源の
魅力を高め、国内外の人々の来訪及び交流を促
進するとともに、市民生活と調和した持続可能
な観光の振興を図る施策に要する費用に充てる

・観光資源の魅力の強化
・観光客受入環境の整備促進
・国内外への情報発信

宿泊税の徴収目的、税収の使途③
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②使用料についての検討

京丹後市で想定される使用料（観光施設）

使用料 現状 検討 使用用途 課題等

入浴料 600円 料金の値上げ
施設の維持管理経
費（指定管理者の
収入となり、施設
の維持管理経費に
充てられる）

入浴客の多くが市民であり、市民に
負担を求める形になる。

キャンプ場等
の利用料

2,000円～
5,000円

料金の値上げ
アウトドアブームが下火になり、利
用者が減少

新たな利用料
の導入

―
例：稲葉本家の入場料
：駐車料金の導入

使用料の見直しの課題
市の所有する施設の料金を見直した場合、基本的には、その施設の維持管理

経費として充当されるため、観光財源として新たな活用することは困難。
12



③寄附金について

ふるさと納税

種類 現状 制度・使用用途 課題等

ふるさと納税 23億円 ・9つの使途から寄附者が選択
・約50％が返礼品や手数料等になる
・観光振興に特化した財源ではない

企業版
ふるさと納税

3,000万円
※現金:2,000万円
物納:1,000万円

・行政が予算化した事業に
対して賛同する企業が寄附

・市が欲しい物品を物納

・新規性の高い事業に充てる
・国の交付金などと併用できる事業と
併用できない事業がある

寄附金の課題
・個人のふるさと納税の場合、収入額に対し約50％が返礼品等で使われる。
・寄附であり、様々な要因で収入額の増減が発生しやすい。
・観光に特化した財源ではないため、確実な財源になりにくい。

13

にぎわい、環境、健康と福祉、子ども、市
民協働と生涯学習、安心、コミュニティビ
ジネス、韓哲まちづくり夢基金、文化財





京丹後市の財政状況と観光予算

京丹後市の財政状況

自主財源：約30％
依存財源：約70％

令和６年度決算
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京丹後市の財政状況と観光予算

類似団体との比較
令和６年度決算

自治体名 人口※R7.3末人口 面積 R6歳入額

京丹後市 49,651人 501.8㎢ 439.1億円

丹波市(兵庫) 59,699人 493.3㎢ 388.6億円

三次市(広島) 47,904人 778.2㎢ 415.9億円

浜田市(島根) 47,311人 690.6㎢ 440.3億円

【比較】
・依存財源の割合は63～74％（京丹後市：71％）
・京丹後市は税収の割合が低い。
・京丹後市は寄附金の割合が高い。

京丹後市 丹波市

三次市 浜田市
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京丹後市の財政状況と観光予算

京丹後市の財政状況

自主財源
市税：ほぼ横ばい
繰入金：基金（貯金）の取崩し
寄附金：ふるさと納税で増加傾向
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京丹後市の財政状況と観光予算

京丹後市の財政状況

税源移譲

リーマンショック

コロナ

定額減税
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京丹後市の財政状況と観光予算

基金(貯金)残高が減少

○地域振興基金
【目的】
京丹後市における市民の連帯の強化及び

均衡ある地域振興を図る

○合併特例措置逓減対策準備基金
【目的】
合併に伴う地方交付税算定の特例措置等の

逓減に対し、必要な財源を準備し、もって将
来にわたる財政の健全な運営に資する
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京丹後市の歳出における観光予算

千円
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